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この雑誌 「視覚障害」を周辺

の方々におすすめください

この雑誌の発行にあた っては、経毀節減等経済面での苦労 もさ る

ことなが ら、 実際的な作業で大 きな儀牲が払われています。仕事以

外の時間をさいて、原稿脆理や校正、割り 付け、検本、発送 といっ

た作業に従事 している人 々の労苦はたいへんなものです。その労苦

は、一人でも多くの読者にこの雑誌が読 まれ、喜んでもらえること

以外に報われ ません。

読者拡大に、ぜひご協力下さ います ようお願いいたします。

-1981年の内容一

1月 No. 51 完全参加と乎等

国際II！符害者年にあたり、百人関係谷分野の股望を特集しました。

3月 N0.52 盲人の職業 ・海外編

ヨーロッバを中心に、百人の戦業の状況について特染しました。

5月 No. 53 世界の盲人用感党代行補助器

エレク トロニクス技術を応用した歩行補助器とコミュニケーショ｀ノ機

器を紹介しています。

7月 N o.54 海外の盲児教育の実状

盲学校教宥や統合教育について、欧米、ソ述を中心に特集する予定で

す。

9月 No. 55 身体障害者の社会保障制度

年金をは じめ、各種の社会保即制度について、福祉先進国の状況を紹

介する予定です。

11月 No.56 欧米の盲人1音報サービスのあり方

点字 ・テープ図書i芍出状況やレファレ‘ノス ・サービスについて、欧米

の実状を紹介する予定です。



海外の盲人用コ 、 ユ ニケーシ ョン機器

（この写真は本文27ページをご参照下さい）

写真1 トリフォメ ーション社の点字

印刷機LED-120（ア メリカ ）

写真2 カーズワ

イル ・コンピュ ー

クー・ プロダクッ

社の提字本読書機

カーズワイル ・リ

ーデ ィング ・マジ

ン （アメリカ）
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写真3 ＝イド・ニレクトロニック社のペーバーレス・プレイル装

置 プレイロコード （西ドイツ）



写真4 パーペ ンマ

イヤー社のペ ーバー

レス ・プレイル装i悦

プレイレックス

Ci均 ドイツ）

写真5

K.-P.ショ ＇

ー ンヘル社

のペーパー

レス ・プレ

イル装四

BD-80 

（西ドイツ）
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写真6 テレセンサリ ー・ システムス社のペーバーレス ・プレイル

装樅 バ ーサプレイル （アメリカ）

/ 

写真7 クラーク ・アンド ・スミス社の、1岳字コンピューク ー対扁未装

置 プレイ リ`ノ ク （イギリス）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後 記

前号の「盲人の職業 ・洵外編」 に続いて、世界の盲人用感’此代行補助器に関する技

術がどこまで進歩し、どのような機器が開発されているかを特集しました。

盲人の生活の中で、何が不便かということになると、すみ字の読み書き と行動の不

自由さに尽きると言っても過言ではありません。この 2分野に、 “目”を補う有能な

機器か開発されれは、学習而でも、職業而ても、盲人の生活が格段の進歩をとげるこ

とはま ちがいあり ません。今、それが世界でどのような状況にあるのか、この特集で

おわかりいただければ幸いです。

1981年は、このような海外の状況を、それぞれのテーマで特集していく考えです。

予定では、N(l54(7月1日発行）が、「涌外の盲児教育の実状について」、N(l55(9月

1日発行）か、「身体節害者の社会保節制度の状況」、N(l56(! I月 1日発行）では、「欧

米の盲人情報サーピスのあり方」について特集するつもり です。現在、予定執筆者に

資料の収集などお［領いしているところですが、それぞれのテーマについて、 資料とし

て高い価値のあるものに したいと考えております。どうぞご期待下さい。
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